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鈴
木
　
克
明

（
熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
長
．
教
授
）

は
じ
め
に

　
　
平
成
一
八
年
四
月
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
に
基

　
づ
く
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
専
門
家
養
成
を
目
指
す
「
日
本
初
の
」
大
学

　
院
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た

　
ち
に
と
っ
て
、
長
く
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
専
門
教
育
の
道
が
開
か
れ

グ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
る
や
い
な
や
、

ン
「
な
ぜ
、
熊
本
大
学
が
第
一
号
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
疑
問
も
さ

二
一
さ
や
か
れ
た
。
本
稿
で
は
、
第
一
号
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

ラ
一
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
・
に
よ
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
専
門
家
養
成
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
背
景
に
つ

集特
い
て
紹
介
す
る
。

二
　
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
型
大
学
院

熊
本
大
学
大
学
院
「
教
授
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
」
嫉

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
大
学
院
で
あ
る
。
大
学
設
置
基
準
に
照
ら
せ

ば
「
通
信
制
」
で
は
な
く
「
通
学
制
」
の
大
学
院
で
あ
り
、
通
常
の

修
了
に
二
年
問
、
三
〇
単
位
の
取
得
が
要
求
さ
れ
る
「
ふ
つ
う
」
の

教
育
内
容
と
学
習
量
を
伴
う
「
ふ
つ
う
」
の
大
学
院
と
し
て
認
可
さ

れ
た
。
表
1
に
本
専
攻
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
す
る
科
目
名
を
掲

げ
る
。
こ
の
リ
ス
ト
を
見
た
限
り
で
は
、
中
身
が
想
像
し
に
ぐ
い
科

目
名
称
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
通
常
の
大
学
院
ら
し
い
科
目
構

成
に
見
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
「
ふ
つ
う
」
で
な
い
と
こ
ろ
は
、
一
度
も
熊
本
大
学
に
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来
な
く
て
も
学
位
が
取
得
で
き
る
点
に
あ
る
。
「
通
学
制
」
と
い
う

制
度
の
下
で
実
際
に
は
一
度
も
通
学
し
な
い
課
程
は
、
大
学
設
置
基

準
第
二
五
条
「
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
も
て
、
当
該
授
業

を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
立

脚
し
て
い
る
。
非
同
期
双
方
向
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
対
面
授
業
に
相
当
す
る
教
育
を
実
現
す
れ
ば
単
位
認
定
が
で

き
る
と
い
う
、
法
改
正
が
可
能
に
し
た
新
し
い
形
態
で
あ
る
（
図
1
）
。

「
最
先
端
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
遠
隔
学
習

に
よ
り
、
自
宅
や
職
場
で
働
き
な
が
ら
学
位
（
修
士
）
を
取
得
す
る

表1　熊本大学大学院教授システム学専攻
　　（修士課程）履修科目一覧

こ
と
が
可
能
で
す
。
新
た
な
知
の
創
出
に
向
け
た
学
び
合
い
・
教
え

合
い
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
て
い
き
ま
す
。
」
こ
れ
が
本
専
攻
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
通
称
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
型
大
学
院
」
で
あ
る
。

こ
の
法
改
正
の
も
と
に
い
ち
早
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
型
大
学
院
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
信
州
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
情
報
工
学
専

攻
（
二
〇
〇
二
年
四
月
開
設
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
本
専

攻
は
「
第
一
号
」
で
は
な
い
。
「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
大
学
院
」

で
あ
る
と
同
時
に
「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
専
門
家
養
成
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
備
え
た
こ
と
で
、
あ
わ
せ
技
的
に
「
第
一
号
」
と
な
っ
た
わ
け

I　D

◎eラーニング概論

◎インストラクショナル・デザイン1

◎インストラクショナル・デザインH

　基盤的教育論

　情報技術教育方法論

　教育心理学

l　T

◎学習支援情報通信システム論

　基盤的情報処理論

　高度情報通信技術の教育利用

　ネットワークプログラミング論

　ネットワークセキュリティ論

　コンテンツ標準化論

I　M

◎教育ビジネス経営論

◎遠隔教育実践論

　eラーニング政策論

　eラーニングコンサルティング論

　情報ビジネス経営論

　経営学特論

　ナレッジ・マネジメント

I　P

◎ネットワーク上の知的財産権及び私権

総合

◎eラーニング実践演習1

◎eラーニング実践演習H

◎特別研究1

◎特別研究∬

その他

　情報リテラシー教育におけるeラーニング

　外国語教育におけるeラーニング

　職業人教育訓練におけるeラーニング

　高等教育におけるeラーニング

注：◎は必修科目を示す。全科目2単位
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　　　　図曝　全国どこからでも授業を受けられるインターネット大学院

　　　L鰯s
．講譲資群

（HTML，VOD，麹

．テスト

．課跨鍵霞

．コー一ス内メーノレ

．ディスカッシ潮

．プレゼンテーシ

．攣習纒歴

、カレンダ（日穆i

議　
　
饒
　
　
暮

結
議
v
o
驚
ン

、
γ
騨
灘
　
響
胴

（出典：htゆ：〃www．gsis。㎞mamoto－u．ac．jp／concept／index。htm1）

で
あ
る
。

「
な
ぜ
熊
本
大
学
が
第
一
号
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
疑
問
の
理
由

の
一
つ
は
、
「
な
ぜ
東
京
の
大
学
で
は
な
く
一
地
方
都
市
に
あ
る
大

学
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
事
実
、

本
専
攻
に
所
属
す
る
一
五
名
の
第
一
期
生
の
う
ち
一
〇
名
ま
で
も
が

墓
星
仕
住
（
九
州
在
住
三
名
。
う
ち
熊
本
県
在
住
一
名
）
で
あ
る
。

　
法
改
正
に
よ
っ
て
、
コ
度
も
熊
本
に
来
な
く
て
も
修
了
で
き
ま

す
」
と
い
う
う
た
い
文
句
を
掲
げ
て
、
一
地
方
都
市
に
あ
る
大
学
が
、

首
都
圏
を
含
む
全
国
の
潜
在
的
二
ー
ズ
に
直
接
働
き
か
け
て
大
学
院

の
新
し
い
課
程
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
「
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
専
門
家
を
養
成
す
る
の
だ
か
ら
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
教

育
す
べ
き
だ
」
と
い
う
理
由
づ
け
も
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
型
大
学
院
に
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
熊
本
か
ら
の

教
育
の
提
供
が
現
実
的
に
な
っ
た
（
東
京
在
住
の
有
職
者
が
在
職
の

ま
ま
大
学
院
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
）
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。

三
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く
専
門
家
養
成

本
専
攻
は
、
教
育
や
学
習
の
効
果
・
効
率
・
魅
力
を
高
め
る
シ
ス
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グ
テ
ム
的
な
方
法
論
で
あ
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン

ンニ
　
（
I
D
）
を
中
核
に
「
教
授
シ
ス
テ
ム
学
（
寡
欝
曾
8
亀
ω
透
o
霧
）
」

一
を
学
び
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
際
に
開
発
・
実
施
・
評
価
で
き
る
高

ラ
．
度
専
門
職
業
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
教
授
シ
ス

　
．
テ
ム
学
と
は
、
教
育
活
動
や
コ
ー
ス
・
教
材
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と

集特
ら
え
科
学
的
・
工
学
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
教
育
研
究
分

　
野
で
あ
り
、
科
研
費
の
分
類
で
は
「
教
育
工
学
」
に
属
す
る
。
そ
の

　
適
用
領
域
は
、
目
的
や
学
習
者
の
年
齢
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

　
教
育
・
学
習
に
及
ぶ
が
、
本
専
攻
で
は
企
業
内
・
社
会
人
教
育
と
大

　
学
教
育
を
中
心
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。
第
一
期
生
と

　
し
て
、
企
業
内
教
育
関
係
の
一
二
名
に
加
え
て
、
三
名
の
大
学
教
育

　
関
係
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本
専
攻
設
置
の
趣
旨
に

　
か
な
う
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
北
米
や
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
先
進

　
国
と
評
価
さ
れ
る
国
々
に
お
い
て
は
、
I
D
の
普
及
が
e
ラ
ー
ニ
ン

　
グ
の
量
的
・
質
的
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

　
ら
の
国
々
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
学
院
教
育
に
お
い
て
、
I
D

　
と
情
報
技
術
（
I
T
）
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
は
こ
れ
に
マ
ネ
ジ

　
メ
ン
ト
等
を
加
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
専
門
家

　
の
養
成
が
行
わ
れ
、
輩
出
さ
れ
た
人
材
が
産
業
界
の
教
育
訓
練
や
高

等
教
育
等
に
お
け
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
（
鈴

木
、
二
〇
〇
五
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
大
学
で
は
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
え
ば
一
部

教
員
の
個
人
的
な
努
力
に
よ
る
試
行
錯
誤
の
実
践
に
頼
る
の
み
で
、

教
育
効
果
の
高
い
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
に
必
要
な
体
系
的
な
知
識

技
能
を
身
に
つ
け
た
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
専
門
家
の
支
援
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
。
企
業
内
教
育
に
お
い
て
も
、
学
問
的
な
裏
づ
け
が
求
め

ら
れ
て
い
る
点
で
は
大
学
と
状
況
は
似
て
い
る
。
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

急
速
な
導
入
が
進
み
、
過
剰
な
期
待
が
成
就
し
な
か
っ
た
反
省
の
中

で
、
「
ど
う
も
I
D
と
い
う
専
門
分
野
が
あ
る
ら
し
い
」
と
い
う
認

識
が
よ
う
や
く
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
肝
心
な
教
育
面
を
担
う

専
門
家
が
養
成
さ
れ
て
い
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
う
し
た
専

門
家
の
養
成
が
大
学
院
教
育
と
レ
て
組
織
的
に
実
施
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

　
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
専
門
家
と
な
る
た
め
に
、
教
育
活
動
や
コ
ー

ス
・
教
材
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
、
科
学
的
・
工
学
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
教
育
研
究
分
野
で
あ
る
教
授
シ
ス
テ
ム
学
を

次
の
四
つ
の
ー
を
柱
に
体
系
的
に
修
得
さ
せ
る
。
体
系
的
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
わ
が
国
で
初
め
て
確
立
し
た
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
専
門
家
養
成

の
大
学
院
、
と
い
う
の
が
本
専
攻
の
内
容
面
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

10
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る
（
図
2
）
。

．
I
D
“
冒
。。
聾
＆
9
毘
U
o
凝
昌

教
育
の
効
果
・
効
率
・
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
方
法
論
で
あ
る
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン

．
I
T
H
ぎ
8
彗
毘
8
月
o
o
ぎ
o
一
〇
α
q
図

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
不
可
欠
な
情
報
通
信
技
術

・
I
P
聾
冒
8
目
O
O
言
亀
国
ε
O
昌

著
作
権
な
ど
教
育
コ
ー
ス
を
開
発
・
流
通
す
る
上
で
重
要
な
知
的

財
産
権

・
I
M
”
冒
。。
欝
＆
8
亀
鼠
き
囲
o
ヨ
⑦
目

教
育
活
動
、
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

四
　
第
一
号
に
至
る
道
筋
と
こ
れ
か
ら
の
願
い

　
熊
本
大
学
で
は
、
総
合
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
な
ど
、
I
T

に
関
す
る
人
的
・
物
的
基
盤
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
全
学
部
・
全

学
生
を
対
象
と
す
る
情
報
基
礎
教
育
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た

英
語
学
習
、
工
学
教
育
等
に
お
い
て
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
、
一

I　Dを中心とした『4つの1』で教授システム学を学ぶ大学院図2

，　　
一 轟 磯 一

算

・　曲輪7

卿肺一　需

曹　　聯　　　←

再　　冒　　し 噌
“

教授システム学

¢
ラ
塞
ニ
ン
グ
麗
雛
の
窩
趨
専
闘
職
業
人

　
　
　
蕊
臨
鞭
－

教
育
分
野
履
修
老

　
　
瀞
算
　
㈹

韮
了
分
野
履
鯵
者

（出典：h鮭P：〃www．gsis．㎞mamoto－u．ac．jplconcepサindex．hhn1）
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グ
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
教
授
シ
ス
テ
ム
学
の
視
座
か

ンニ
ら
み
れ
ば
、
体
系
的
な
知
見
を
欠
い
た
実
践
に
よ
る
試
行
錯
誤
の
繰

一
り
返
し
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
産
物
と
し
て
、
ー

ラ
一
D
に
近
い
教
育
方
法
論
に
行
き
着
い
て
い
た
。

　
．
　
全
学
規
模
で
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
普
及
の
た
め
に
次
に
打
つ
手
を
模

集特
索
す
る
中
で
I
D
を
知
り
、
I
D
が
熊
本
大
学
の
み
な
ら
ず
日
本
の

　
人
材
養
成
に
と
っ
て
、
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
と
確
信
し
た
。
そ
し

　
て
、
I
D
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
で
博
士
号
（
教

　
授
シ
ス
テ
ム
学
）
を
取
得
し
た
筆
者
と
、
企
業
内
教
育
で
I
D
の
実

　
践
を
続
け
て
き
た
北
村
士
朗
助
教
授
・
根
本
淳
子
助
手
を
リ
ク
ル
ー

　
ト
し
、
文
理
融
合
型
の
教
員
組
織
を
整
備
し
た
。
筆
者
に
し
て
み
れ

　
ば
、
「
す
べ
て
の
お
膳
立
て
が
整
っ
た
と
こ
ろ
に
招
聰
を
受
け
た
」

　
と
い
う
幸
運
に
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
熊
本
大
学
は
、
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
全
学
的
な
取
組
体
制
の
下

　
で
、
以
上
の
通
り
、
国
家
的
な
人
材
養
成
課
題
に
取
り
組
む
決
意
を

　
固
め
、
実
行
に
移
し
た
。
我
が
国
の
未
来
に
と
っ
て
の
人
材
養
成
の

　
重
要
性
、
そ
の
中
で
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き

　
さ
を
考
え
れ
ば
、
ど
こ
か
の
大
学
が
行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

　
そ
れ
が
熊
本
大
学
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
と
の
使
命
感

　
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
己
流
で
進
め
て
き
た
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
限
界
を
感
じ
、
学
内
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
の
投
資

と
し
て
本
専
攻
の
開
設
を
位
置
づ
け
て
い
る
切
実
感
が
、
お
そ
ら
く

は
全
国
の
大
学
に
共
通
し
て
い
る
二
ー
ズ
だ
と
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。平

成
一
九
年
四
月
に
は
、
全
学
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積
極
的
に
展

開
す
る
た
め
の
組
織
「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
機
構
」
を
新
設
す
る
。

全
学
の
教
育
・
研
究
の
情
報
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
教
育
を
推
進
し
、
も
っ
て
本
学
の
教

育
．
研
究
活
動
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
機
構

の
専
任
教
員
と
し
て
新
た
に
教
授
・
助
教
授
各
一
名
を
公
募
し
、
専

任
の
技
術
職
員
一
名
を
配
置
す
る
計
画
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

機
構
に
設
置
さ
れ
る
四
つ
の
室
の
う
ち
、
「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
授
業

設
計
支
援
室
」
で
は
、
教
材
開
発
に
関
す
る
全
学
総
合
窓
口
と
な
る

「
教
材
開
発
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
指
導
や
、
I
D
等
に
よ

る
授
業
設
計
及
び
教
授
法
の
指
導
、
既
存
講
義
へ
の
情
報
通
信
技
術

導
入
方
法
の
指
導
な
ど
、
教
授
シ
ス
テ
ム
学
の
視
座
か
ら
の
専
門

的
．
体
系
的
な
役
割
を
担
う
た
め
、
本
専
攻
の
教
員
が
兼
務
教
員
と

な
る
。
本
専
攻
の
教
員
が
率
先
し
て
、
全
学
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
学

問
的
な
裏
づ
け
を
持
っ
た
形
で
展
開
す
る
よ
う
に
リ
ー
ド
す
る
こ
と
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　　　　　表2　熊本大学大学院教授システム学専攻コンピテンシー

本専攻を修了すると、下記のコンピテンシーの基礎が身につきます。

國コア＝必修科目の単位を取得することで身につくコンピテンシー

　1．教育・研修の現状を分析し、教授システム学の基礎的知見に照らし合わせて課題

　　を抽出できる。

　2．さまざまな分野・領域におけるさまざまな形のeラーニング成功事例や失敗事例

　　を紹介・解説できる。

　3．コース開発計画書を作成し、ステークホルダごとの着眼点に即した説得力ある提

　　案を行うことができる。

　4．LMSなどの機能を活かして効果・効率・魅力を兼ね備えた学習コンテンツが設計

　　できる。

　5．Webブラウザ上で実行可能なプログラミング言語による動的な教材のプロトタイ

　　プが開発できる。

　6．開発チームのリーダーとして、コース開発プロジェクトを遂行できる・

　7．実施したプロジェクトや開発したコースを評価し、改善のための知見をまとめる

　　ことができる。

　8．人事戦略やマーケットニーズに基づいて教育サービス・教育ビジネスの戦略を提

　　案できる。

　9．ネットワーク利用に関わる法律的・倫理的な問題を認識し、解決できる。

　10．教授システム学の最新動向を把握し、専門家としての業務に応用できる。

　11．実践から得られた成果を学会や業界団体等を通じて普及し、社会に貢献できる。

　12．教授システム学専攻の同窓生として、専門性を生かして専攻の発展・向上に寄与

　　できる。

團オプション＝選択科目の単位を取得することで身につくコンピテンシー

　1．eラーニングサーバの導入、構築、管理、運営が行え、サーバサイドアプリケー

　　ションを用いた動的な教材のプロトタイプが開発できる。

　2．コンテンツの標準化や相互運用性の要件を満たしたeラーニングコース開発やシ

　　ステム運用ができる。

　3．ネットワークセキュリティ上、安全なeラーニング環境を構築できる。

　4．知識・情報・学習の視点から経営課題について提言ができる。

　5．eラーニングの特定応用分野について、その領域独自の特徴を踏まえて内容の専

　　門家と協議できる。

　6．コンサルティングの視点から、教育サービス・教育ビジネスのプロジェクト内容

　　を提案でき、その実施をサポートできる。

　7．所属機関・顧客機関等のeラーニングポリシーの確立・改善・変革を提案できる。

（出典：ht‡p：〃www。gsis．㎞mamoto－u．ac．jp！oudinelindex．html）
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が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
専
攻
で
は
、
I
D
関
係
科
目
の
み
な
ら
ず
、
本
専
攻
の
全
科
目

に
つ
い
て
I
D
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。

修
了
生
に
求
め
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
職
務
遂
行
能
力
）
リ
ス
ト
の

設
定
・
公
開
（
表
2
参
照
）
や
、
各
科
目
を
関
連
づ
け
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
構
造
化
と
科
目
ご
と
の
課
題
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
リ
ス
ト
ヘ

の
位
置
づ
け
、
あ
る
い
は
全
科
目
に
共
通
し
た
科
目
設
計
方
針
の
確

立
な
ど
、
い
わ
ば
I
D
の
考
え
方
を
自
ら
の
教
育
に
応
用
し
、
e
ラ

ー
ニ
ン
グ
専
門
家
養
成
を
目
的
と
し
た
専
攻
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
な
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
質
保
証
に
腐
心
し
て
い
る
（
北
村
ほ
か
、

印
刷
中
）
。
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
や
日
本
イ
ー
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
の
協
力
を
仰
ぎ
、
産
官
学
連
携
教
育
を
展
望
す
る

な
ど
、
教
育
方
法
も
教
育
内
容
も
「
第
一
号
」
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
我
々
に
と
っ
て
初
め
て
の
試
み
、
そ
し
て
巨
本
で
も
初
め
て
の
試

み
で
あ
り
、
実
施
段
階
で
多
く
の
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
分
自
転
車

操
業
、
と
い
う
の
が
初
年
度
の
状
況
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
様
々
な

課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
多
く
の
支
援
・
協
力
を
得
な
が
ら
一
歩

一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
本
専
攻
の
想
い
を
共
有
し
て

く
だ
さ
る
皆
様
を
大
学
院
生
と
し
て
お
迎
え
し
、
あ
る
い
は
様
々
な

機
関
と
の
連
携
を
育
て
な
が
ら
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と
を
心
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　
熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

の
詳
細
は
、
毎
夏
≧
類
奎
o
Q
旨
奔
仁
目
”
日
0
8
卓
8
む
＼
に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

【
参
考
文
献
】

・
北
村
士
朗
・
外
一
一
名
（
印
刷
中
）
「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
専
門
家
養
成
の

た
め
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
大
学
院
に
お
け
る
質
保
証
へ
の
取
組
“
熊
本

大
学
大
学
院
教
授
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
の
事
例
」
『
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
』

第
四
巻
一
号
（
特
集
ぎ
－
冨
昌
o
。
に
お
け
る
高
等
教
育
の
質
保
証
へ

の
取
組
み
）

・
鈴
木
克
明
（
二
〇
〇
五
）
「
〔
総
説
〕
。
白
。
昌
お
実
践
の
た
め
の
イ
ン

　
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
」
『
日
本
教
育
工
学
会
誌
』
二
九
巻

三
号
（
特
集
号
”
実
践
段
階
の
¢
－
冨
誉
o
q
）
一
九
七
ー
二
〇
五
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